
【基本理念・将来像】  

【基本目標２】 ＜産業・経済＞ 働く環境の整備と高付加価値化により、市民所得の向上を実現する 

【施策２－２観光業】・観光基盤の整備 ・国内外に向けた観光プロモーションの実施 ・観光推進体制の強化  

具現化 

観光振興の目的は、幅広い産業の活性化と消費拡大を通じて市内全体に大きな経済効果をもたらし、新規雇用

創出や地域社会の賑わいを形成すること、そして税収増加により住みやすいまちづくりを支える財源を確保し、

地域経済の好循環を促進することです。本計画では、本市の観光資源を磨き上げ、その魅力を高付加価値化する

ことで国内外の観光需要を取り込み、更なる観光消費額の拡大を目指すとともに、これら観光振興の推進と市民

生活の豊かさ向上との調和を図り、持続可能な観光地づくりを目指します。 

本計画の推進にあたっては、市民、観光客、観光産業事業者、振興関連団体など、全ての関係者がその方針に

注目し、具体的な行動に結びつけられるよう進めます。 

 人口減少と事業者廃業が進む本市にとって、観光振興は極めて重要な役割を担います。観光振興による交流人

口や関係人口の拡大は、地域を活性化させ、生活基盤の向上とともに、市民の豊かさへと繋がります。地域の活

性化と市民の「しあわせ」につながる観光振興を推進するため、新たな基本計画を策定することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【観光入込客数】 
  3,361 千人  → ３，６７２千人 

（2024 年（R6） → 2030 年（R12）） 

【観光消費額】 
  20,194 百万円  → ２３，１９２百万円 

（2023 年（R5） → 2030 年（R12）） 

数値目標の達成を目的に、次の４つの基本方針と 12 項目の戦略プロジェクトを設定し、それぞれ具体的な 

取組について策定します。 
戦略プロジェクト 主な取組

①地域資源を生かした高付加価値

での⾧い滞在を促す観光コンテ

ンツ創出と磨き上げ

②多様な主体による観光資源を活用

した新たな観光魅力づくり

③持続可能な観光地づくりに向け

た取組

ア 温泉を活用した付加価値の高い体験の提供

イ 地域資源を活用した高付加価値の滞在型プログラムの造成

ア DMOによる観光魅力づくり

イ フィルムコミッション事業による観光魅力づくり

ウ アニメ、漫画、キャラクターを活用した観光魅力づくり

オ （仮称）「上杉謙信公生誕500年プロジェクト」実施に向

けた取組

ア 人手不足の解消と新たな人材獲得や育成に向けた取組

イ 財源獲得のための新たな取組

ウ 地域貢献型観光コンテンツの実施

エ 観光客と地域住民双方の好循環の実現

ア 隣県や関東地域へのプロモーション①観光DXを基盤とした戦略的なマー

ケティングに基づく国内外に向け

たプロモーションの展開
イ インバウンドへのプロモーション

ウ 情報発信の効果的な推進

エ 観光客の再来訪を促す情報発信

ア 豊かな食の活用

イ ものづくりのまちを生かした産業観光の推進

ウ 歴史と文化を生かした観光の推進

②地域ブランディング向上による

誘客促進

③広域連携による観光魅力づくり

と本市への誘客拡大

①観光人材の育成と地域ホスピタ

リティの向上

②観光関連施設の安心・安全確保

と観光客受入体制の整備

③米沢市版DMOによる観光推進

体制の強化

①市民生活と観光の調和の推進

②観光をフックにした関係人口の

拡大

③市民の豊かさに繋がる地域交通

基盤の整備と連携推進

ア 置賜地域の観光連携

イ 周辺地域や隣県との連携

ウ 姉妹都市や友好都市との連携

ア 観光人材の育成

イ 市民が自分たちのまちについて学ぶ機会の提供

ア 観光関連施設の管理

イ 施設設備のユニバーサルデザイン化の推進

ウ インバウンド受入体制の強化

ア 多様な関係者との合意形成の推進

イ 観光関連団体の業務整理

ア ふるさと納税と移住定住の促進に向けた情報発信

イ 観光客と地域住民との交流促進

ア 交通基盤の整備

イ 道の駅米沢を起点とした観光客周遊施策の実施

エ 天元台高原における受入環境の改善

エ 観光関連団体や事業者と各種ツーリズム等推進による観光

魅力づくり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


